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(57)【要約】
　本発明の一態様による多層電池モジュールは、それぞ
れ立設されて行方向及び列方向に行列配列される複数の
第１円筒型電池セルと、複数の前記第１円筒型電池セル
の上部に一対一で対応するようにそれぞれ立設される複
数の第２円筒型電池セルと、熱伝導率の高い素材からな
り、前記第１円筒型電池セルと前記第２円筒型電池セル
との間の層間境界に配置されるヒートシンクとを含み、
前記ヒートシンクを介在して前記第１円筒型電池セル及
び前記第２円筒型電池セルはそれぞれ正極端子と負極端
子とが互いに対向するように配置され、前記ヒートシン
クは、前記正極端子と対面する部分が前記正極端子に向
かって凸設されて火気及びガスの排出路を形成し、前記
負極端子と対面する部分が前記負極端子に向かって密着
して設けられて放熱経路を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ立設されて行方向及び列方向に行列配列される複数の第１円筒型電池セルと、
　複数の前記第１円筒型電池セルの上部に一対一で対応するようにそれぞれ立設される複
数の第２円筒型電池セルと、
　熱伝導率の高い素材からなり、前記第１円筒型電池セルと前記第２円筒型電池セルとの
間の層間境界に配置されるヒートシンクと、
　を含み、
　前記ヒートシンクを介在して前記第１円筒型電池セル及び前記第２円筒型電池セルはそ
れぞれ正極端子と負極端子とが互いに対向するように配置され、
　前記ヒートシンクは、
　前記正極端子と対面する部分が前記正極端子に向かって凸設されて火気及びガスの排出
路を形成し、前記負極端子と対面する部分が前記負極端子に向かって密着して設けられて
放熱経路を形成することを特徴とする多層電池モジュール。
【請求項２】
　複数の前記第１円筒型電池セル及び複数の前記第２円筒型電池セルは、それぞれ行方向
に沿って隣接したもの同士の上下が反転した形態で配列され、列方向に沿って隣接したも
の同士の上下が反転しない形態で配列されることを特徴とする請求項１に記載の多層電池
モジュール。
【請求項３】
　前記ヒートシンクは、
　行方向に沿って凹凸パターンを備え、複数の前記第１円筒型電池セル及び複数の前記第
２円筒型電池セルの行及び列の配列面積に対応する面積で形成される凹凸部と、
　前記凹凸部の少なくとも一側端から上下方向に厚さが増大して前記第１円筒型電池セル
と前記第２円筒型電池セルとの層間境界の外部に露出する放熱部と、
　を含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の多層電池モジュール。
【請求項４】
　複数の前記第１円筒型電池セル及び複数の前記第２円筒型電池セルそれぞれの上端及び
下端に配置され、行方向に隣接した正極端子の一部及び負極端子の全部を一緒に覆うよう
に設けられる複数の熱伝達パッドをさらに含むことを特徴とする請求項２又は３に記載の
多層電池モジュール。
【請求項５】
　複数の前記第１円筒型電池セルのそれぞれの周囲を囲むように形成された第１セルハウ
ジングと、
　前記ヒートシンクを介在して前記第１セルハウジングと上下に結合可能に設けられ、複
数の前記第２円筒型電池セルのそれぞれの周囲を囲むように形成された第２セルハウジン
グと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の多層電池モジュール。
【請求項６】
　前記火気及びガスの排出路は、前記ヒートシンクの凹凸部、前記第１セルハウジングの
上面、及び前記第２セルハウジングの下面によって複数個に区画されることを特徴とする
請求項５に記載の多層電池モジュール。
【請求項７】
　前記放熱部は、前記ヒートシンクの列方向に沿って不連続的に複数個が形成され、
　前記放熱部同士の間に垂直に配置されて前記第１セルハウジング及び前記第２セルハウ
ジングの側面部に結合される結合プレートをさらに含むことを特徴とする請求項５又は６
に記載の多層電池モジュール。
【請求項８】
　前記第１セルハウジング及び前記第２セルハウジングは、それぞれの側面部から突設し
て前記放熱部を上下方向から圧迫する複数の側面突出部を含むことを特徴とする請求項５
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から７のいずれか一項に記載の多層電池モジュール。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の多層電池モジュールと、
　前記多層電池モジュールを収納可能に設けられたパックケースと、
　を含み、
　前記パックケースは、
　前記多層電池モジュールの側面の周りを一体的に囲むケース本体と、
　前記ケース本体の上端及び下端にそれぞれ結合されて前記多層電池モジュールの上部及
び下部をそれぞれ覆うケース上板及びケース下板と、
　を含むことを特徴とする多層電池パック。
【請求項１０】
　前記ケース上板は、内面が複数の前記第２円筒型電池セルの上端に位置する正極端子に
対しては凸をなして離隔し、負極端子に対しては密着して設けられ、
　前記ケース下板は、内面が複数の前記第１円筒型電池セルの下端に位置する正極端子に
対しては凸をなして離隔し、負極端子に対しては密着して設けられたことを特徴とする請
求項９に記載の多層電池パック。
【請求項１１】
　前記ケース本体は、前記ヒートシンクが位置する高さにガスベント孔を備えることを特
徴とする請求項９又は１０に記載の多層電池パック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、円筒型二次電池モジュールに関し、より詳しくは、層状に配置された円筒型
二次電池に対する放熱及び連鎖発火防止のための構造が備えられた多層円筒型二次電池モ
ジュールに関する。
　本出願は、２０１８年１月１７日出願の韓国特許出願第１０－２０１８－０００５９２
０号に基づく優先権を主張し、該当出願の明細書及び図面に開示された内容は、すべて本
出願に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　二次電池は、外装材の形状によって、電極組立体が金属缶に収納されている缶型二次電
池と、電極組立体がアルミニウムラミネートシートのパウチに収納されているパウチ型二
次電池とに分けられる。ここで、缶型二次電池は、金属缶に形態によって円筒型二次電池
と角形二次電池とに分けられる。
【０００３】
　パウチ型二次電池は、積層が容易であってエネルギー密度が高い長所がある一方、機械
的剛性が低くて外部の衝撃に弱いという短所がある。これに対し、缶型二次電池は、耐久
性が高くて外部の衝撃に対する安全性の面でパウチ型二次電池よりも優れると評価されて
いる。したがって、近年、環境にやさしい電気自動車に適用されるバッテリーモジュール
又はバッテリーパックに、パウチ型二次電池と共に、円筒型二次電池も広く使用されてい
る。
【０００４】
　しかし、円筒型二次電池は、充放電の過程が電気化学的反応によって行われるため、充
放電過程で熱が発生する。このとき、十分放熱されなければ、劣化が促進され、場合によ
っては発火または爆発が生じ得、一つの円筒型二次電池で起きた爆発が周辺の他の円筒型
二次電池の連鎖爆発を誘発するおそれがある。したがって、特に、多層組立方式が適用さ
れた二次電池モジュールでは、円筒型二次電池の放熱が非常に重要である。
【０００５】
　一般に、円筒型二次電池には、電池が非正常的に作動するとき、電流を遮断し内圧を解
消するための電流遮断部材（Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔｉｖｅ Ｄｅｖｉｃｅ：
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ＣＩＤ）と安全ベントが電極組立体と正極端子側の上端キャップとの間の空間に設けられ
ている。ここで、安全ベントは、通常、二次電池の正極端子側に設けられて、二次電池の
内圧が上昇すれば、突出しながら破裂してガスを排気する。すなわち、電池の非正常的な
作動時に、安全ベントが設けられている正極端子側にガスが排出される。
【０００６】
　このような円筒型二次電池の特性を考慮した従来の多層円筒型二次電池パックの放熱及
びガス排出構成を見れば、次のようである。例えば、円筒型二次電池は、層毎に分離され
て、１層に配列される第１グループの円筒型二次電池、及び２層に配列される第２グルー
プの円筒型二次電池を含む。このとき、２種の方式で円筒型二次電池を配置するが、第一
は、中央部分を中心に第１グループの円筒型二次電池の正極端子と第２グループの円筒型
二次電池の正極端子とを対面させ、それぞれの負極端子は最上端または最下端に位置させ
る方式である。第二は、中央部分を中心に第１グループの円筒型二次電池の負極端子と第
２グループの円筒型二次電池の負極端子とを対面させ、それぞれの正極端子は最上端また
は最下端に位置させる方式である。
【０００７】
　第一方式は、最上端と最下端に位置した負極端子側に放熱構造を適用して外部に熱を排
出し易いという長所を有するが、中央部分で上下に対面する正極端子には放熱構造の適用
及び連鎖発火防止のためのガス排出空間の確保が困難である。
【０００８】
　第二方式は、中央部分で上下に対面する負極端子の間に冷却板を設け、冷却板を通じて
熱を外部に排出し、最上端と最下端にそれぞれ位置した正極端子側にガス排出空間を確保
できるが、放熱構造を同時に設けることは困難である。
【０００９】
　また、上記のような従来の放熱又はガス排出の空間を確保する構造を有する多層電池モ
ジュールの場合、第１グループの円筒型二次電池及び第２グループの円筒型二次電池の負
極端子を全て対面させるか、それとも、逆向きに位置させなければならないが、この場合
、円筒型二次電池同士の電気連結構造も複雑になる。したがって、従来と異なって、上下
に配置された円筒型二次電池において、中央部分で逆極性同士を対面させて層状に配置し
た場合にも放熱及びガス排出の空間を効果的に確保できる方案が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、正極端子と負極端子とが上下に対
面するように層状に配置された円筒型電池セル組立体に、放熱及び連鎖発火防止のための
構造が空間効率的に適用された多層電池モジュール及びそれを含む電池パックを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様による多層電池モジュールは、それぞれ立設されて行方向及び列方向に
行列配列される複数の第１円筒型電池セルと、複数の前記第１円筒型電池セルの上部に一
対一で対応するようにそれぞれ立設される複数の第２円筒型電池セルと、熱伝導率の高い
素材からなり、前記第１円筒型電池セルと前記第２円筒型電池セルとの間の層間境界に配
置されるヒートシンクとを含み、前記ヒートシンクを介在して前記第１円筒型電池セル及
び前記第２円筒型電池セルはそれぞれ正極端子と負極端子とが互いに対向するように配置
され、前記ヒートシンクは、前記正極端子と対面する部分が前記正極端子に向かって凸設
されて火気及びガスの排出路を形成し、前記負極端子と対面する部分が前記負極端子に向
かって密着して設けられて放熱経路を形成する。
【００１２】
　複数の前記第１円筒型電池セル及び複数の前記第２円筒型電池セルは、それぞれ行方向
に沿って隣接したもの同士の上下が反転した形態で配列され、列方向に沿って隣接したも
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の同士の上下が反転しない形態で配列され得る。
【００１３】
　前記ヒートシンクは、行方向に沿って凹凸パターンを備え、複数の前記第１円筒型電池
セル及び複数の前記第２円筒型電池セルの行及び列の配列面積に対応する面積で形成され
る凹凸部と、前記凹凸部の少なくとも一側端から上下方向に厚さが増大して前記第１円筒
型電池セルと前記第２円筒型電池セルとの層間境界の外部に露出する放熱部とを含み得る
。
【００１４】
　複数の前記第１円筒型電池セル及び複数の前記第２円筒型電池セルそれぞれの上端及び
下端に配置され、行方向に隣接した正極端子の一部及び負極端子の全部を一緒に覆うよう
に設けられる複数の熱伝達パッドをさらに含み得る。
【００１５】
　複数の前記第１円筒型電池セルのそれぞれの周囲を囲むように形成された第１セルハウ
ジングと、前記ヒートシンクを介在して前記第１セルハウジングと上下に結合可能に設け
られ、複数の前記第２円筒型電池セルのそれぞれの周囲を囲むように形成された第２セル
ハウジングとをさらに含み得る。
【００１６】
　前記火気及びガスの排出路は、前記ヒートシンクの凹凸部、前記第１セルハウジングの
上面及び前記第２セルハウジングの下面によって複数個に区画され得る。
【００１７】
　前記放熱部は、前記ヒートシンクの列方向に沿って不連続的に複数個が形成され、前記
放熱部同士の間に垂直に配置されて前記第１セルハウジング及び前記第２セルハウジング
の側面部に結合される結合プレートをさらに含み得る。
【００１８】
　前記第１セルハウジング及び前記第２セルハウジングは、それぞれの側面部から突設し
て前記放熱部を上下方向から圧迫する複数の側面突出部を含み得る。
【００１９】
　本発明の他の態様による多層電池パックは、上述した多層電池モジュールと、前記多層
電池モジュールを収納可能に設けられたパックケースとを含み、前記パックケースは、前
記多層電池モジュールの側面の周りを一体的に囲むケース本体と、前記ケース本体の上端
及び下端にそれぞれ結合されて前記多層電池モジュールの上部及び下部をそれぞれ覆うケ
ース上板及びケース下板とを含む。
　前記ケース上板は、内面が複数の前記第２円筒型電池セルの上端に位置する正極端子に
対しては凸をなして離隔し、負極端子に対しては密着して設けられ、前記ケース下板は、
内面が複数の前記第１円筒型電池セルの下端に位置する正極端子に対しては凸をなして離
隔し、負極端子に対しては密着して設けられ得る。
【００２０】
　前記ケース本体は、前記ヒートシンクが位置する高さにガスベント孔を備え得る。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の一態様にかかる多層電池モジュールによれば、正極端子と負極端子とが上下に
対面する層間境界に、円筒型電池セルから発生する熱及びガスを容易に外部へと排出でき
る放熱及びガス排出の空間を備えることができる。
【００２２】
　したがって、狭い空間に密集している複数の円筒型電池セルのうちのいずれか一つの円
筒型電池セルで火気及びガスが発生しても、隣接する他の円筒型電池セルが連鎖発火又は
爆発することを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態による多層電池モジュールの斜視図である。
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【図２】図１のＩ－Ｉ’断面図である。
【図３】図２に示された第１円筒型電池セルと第２円筒型電池セルとの層間境界の部分拡
大図である。
【図４】図１に示されたヒートシンクの斜視図である。
【図５】図１の背面図である。
【図６】本発明の一実施形態による複数の第１円筒型電池セルの上端一部を示した図であ
る。
【図７】図１の分解斜視図である。
【図８】図７に示された第１セルハウジングの分解斜視図である。
【図９】本発明の他の実施形態による多層電池パックの分解斜視図である。
【図１０】図９に示された多層電池パックの結合斜視図である。
【図１１】図１０の背面図である。
【図１２】図１０のII－II’断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、添付された図面を参照して本発明の望ましい実施形態を詳しく説明する。これに
先立ち、本明細書及び請求範囲に使われた用語や単語は通常的や辞書的な意味に限定して
解釈されてはならず、発明者自らは発明を最善の方法で説明するために用語の概念を適切
に定義できるという原則に則して本発明の技術的な思想に応ずる意味及び概念で解釈され
ねばならない。
【００２５】
　したがって、本明細書に記載された実施形態及び図面に示された構成は、本発明のもっ
とも望ましい一実施形態に過ぎず、本発明の技術的な思想のすべてを代弁するものではな
いため、本出願の時点においてこれらに代替できる多様な均等物及び変形例があり得るこ
とを理解せねばならない。
【００２６】
　図１は本発明の一実施形態による多層電池モジュールの斜視図あり、図２は図１のＩ－
Ｉ’断面図であり、図３は図２に示された第１円筒型電池セルと第２円筒型電池セルとの
層間境界の部分拡大図であり、図４は図１のヒートシンクの斜視図である。
【００２７】
　これら図面を参照すると、本発明の一実施形態による多層電池モジュール１００は、複
数の第１円筒型電池セル１１０及び複数の第２円筒型電池セル１２０、複数の前記第１円
筒型電池セル１１０及び複数の前記第２円筒型電池セル１２０をそれぞれ収納し、上下に
結合可能な第１セルハウジング１６０及び第２セルハウジング１７０、そして前記第１セ
ルハウジング１６０と前記第２セルハウジング１７０との間に介在されるヒートシンク１
３０を含むことができる。
【００２８】
　複数の円筒型電池セルは二つの層で積層された構造であって、第１円筒型電池セル１１
０は１層に配置され、第２円筒型電池セル１２０は２層に配置されたことが理解できる。
そして、前記第１円筒型電池セル１１０と前記第２円筒型電池セル１２０との層間境界に
ヒートシンク１３０が位置する。
【００２９】
　第１円筒型電池セル１１０と第２円筒型電池セル１２０とは、上下の位置によって概念
的に区分したものであり、同じ構成を有する円筒型電池セルである。ここで、円筒型電池
セルは、例えばゼリーロール形態の電極組立体、前記電極組立体とともに電解液が収納さ
れる円筒型電池ケース、電池ケースの上端に形成された正極端子、及び電池ケースの下端
に形成された負極端子を含む。
【００３０】
　本実施形態の場合、円筒型電池セルは、充放電過程でセルの内部にガスが発生し、内圧
が急激に増加して爆発することを防止するため、正極端子を形成するトップキャップが電
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池ケースから分離されるか、または、トップキャップにガス孔を備えた形態で製作され得
る。
【００３１】
　複数の第１円筒型電池セル１１０は、図２及び図８を参照すると、それぞれ正極端子と
負極端子が上部または下部に向かうように立設された状態で行方向及び列方向に行列配列
される（ここで、各図面に示した座標に基づいて、行方向は±Ｘ軸方向を意味し、列方向
は±Ｙ軸方向を意味する）。
【００３２】
　より具体的には、第１円筒型電池セル１１０は行方向に沿って隣接したもの同士の上下
が反転した形態で配列され、列方向に沿って隣接したもの同士の上下が反転しない形態で
配列され得る。例えば、（図２及び図８を参照）各行の円筒型電池セルはＸ軸方向に沿っ
て順次に上下が反転した形態であるため、交互に上端と下端の極性が逆であり、各列の円
筒型電池セルはＹ軸方向に沿って上下が反転しない形態であるため、上端及び下端の極性
が互いに同一である。
【００３３】
　複数の第２円筒型電池セル１２０は、複数の前記第１円筒型電池セル１１０の上部に位
置し、それぞれの第１円筒型電池セル１１０に一対一で対応するように行方向及び列方向
に行列配列される。そして、第２円筒型電池セル１２０も、前記第１円筒型電池セル１１
０と同様に、行方向に隣接したもの同士の上端と下端の極性が異なり、列方向に隣接する
もの同士は上端と下端の極性が同一に配置される。
【００３４】
　このとき、多層電池モジュール１００の中間、すなわち層間に位置したヒートシンク１
３０を基準にして、第１円筒型電池セル１１０と第２円筒型電池セル１２０とは極性の異
なるもの同士が対向して配置される。例えば、それぞれの行において、第１円筒型電池セ
ル１１０の正極端子は第２円筒型電池セル１２０の負極端子と上下に対向し、第１円筒型
電池セル１１０の負極端子は第２円筒型電池セル１２０の正極端子と上下に対向するよう
に配置される。
【００３５】
　上記のように第１円筒型電池セル１１０及び第２円筒型電池セル１２０が配列される場
合、一律的に各列及び各行の円筒型電池セルの上端と下端が同じ極性で配置された場合に
比べて、円筒型電池セル間の直列連結及び／または並列連結を容易に行うことができる。
【００３６】
　一方、一般的な多層電池モジュール１００は、外郭に比べて第１円筒型電池セル１１０
と第２円筒型電池セル１２０とが対向する中央の部分、すなわち層間境界部分で熱蓄積率
が高く、ガス発生時にもその排出が容易ではない。本発明は、このような問題を解決でき
るように、第１円筒型電池セル１１０と第２円筒型電池セル１２０とが対向する中央の部
分にヒートシンク１３０を適用することで、当該部分の放熱及びガス排出が円滑に行われ
るように設計されている。
【００３７】
　図４に示されたように、ヒートシンク１３０は、行方向に沿って凹凸パターンを備え、
前記第１円筒型電池セル１１０及び前記第２円筒型電池セル１２０の行及び列の配列面積
に対応する面積で形成される凹凸部１３１、及び前記凹凸部１３１の少なくとも一側端か
ら上下方向に厚さが増大して前記第１円筒型電池セル１１０及び前記第２円筒型電池セル
１２０との層間境界の外部に露出する放熱部１３２を含むことができる。本実施形態の場
合、放熱部１３２を凹凸部１３１の両側端の２ヶ所全てに設け、十分な放熱面積を確保す
るため、放熱部１３２に幾つかに分かれた放熱フィン１３２ａを備える。
【００３８】
　前記ヒートシンク１３０は、熱伝導率の高い金属素材のうち、アルミニウムまたはアル
ミニウム合金から製作され得る。勿論、本発明のヒートシンク１３０がアルミニウム素材
に限定されることはなく、例えば、銅、金、銀であっても良く、金属以外の窒化アルミニ



(8) JP 2020-522108 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

ウム、炭化ケイ素のようなセラミック物質であっても良い。
【００３９】
　参考までに、円筒型電池セルは、充放電の際、電極端子部分の発熱が最も大きいため、
正極及び負極の端子部分を冷却することが効果的である。しかし、正極端子を放熱部１３
２で覆えば、円筒型電池セルの内部で発生したガスが円滑に排出されず、内圧の上昇によ
って円筒型電池セルが爆発するおそれがある。したがって、本実施形態では、円筒型電池
セルの放熱は負極端子を通じて集中的に行い、正極端子の上部にはガス排出空間を確保で
きるようにヒートシンク１３０が設けられている。
【００４０】
　具体的に見れば、ヒートシンク１３０の凹凸部１３１は、第１円筒型電池セル１１０及
び第２円筒型電池セル１２０の各正極端子と対面する部分がその正極端子に向かって凸設
されて、円筒型電池セルで発生したガスの排出路を形成し、第１円筒型電池セル１１０及
び第２円筒型電池セル１２０の各負極端子と対面する部分がその負極端子に向かって密着
して設けられて、放熱部１３２まで繋がる放熱経路を形成することができる。
【００４１】
　図５に示されたように、各列のガス排出路Ｐはそれぞれ列方向（Ｙ軸方向）に沿って多
層電池モジュール１００の前面及び後面の少なくとも一方に連結される。例えば、本実施
形態の多層電池モジュール１００は、前面部にＢＭＳ回路基板及びその他の電装部品が組
み立てられたＢＭＳハウジング１９０が取り付けられ、後面部からガス排出路Ｐが外部に
連結されるように構成されている。
【００４２】
　また、ヒートシンク１３０の凹凸部１３１は、第１円筒型電池セル１１０及び第２円筒
型電池セル１２０の負極端子から発生した熱を吸収する。多層電池モジュール１００の外
側に露出しているヒートシンク１３０の放熱部１３２は、凹凸部１３１より温度が相対的
に低いため、前記凹凸部１３１に吸収された熱は放熱部１３２に移動して外部に放出され
る。
【００４３】
　このとき、熱伝導率の向上のため、第１円筒型電池セル１１０及び第２円筒型電池セル
１２０とヒートシンク１３０との間に熱伝達パッドが介在される。熱伝達パッドは熱伝導
性材質から構成され、ヒートシンク１３０と正極端子または負極端子との間で熱を伝達す
る。
【００４４】
　熱伝達パッドは、接着剤を通じてヒートシンク１３０と正極端子または負極端子とに固
定される。これによって、熱伝達パッドの移動が防止され、熱伝達パッドとヒートシンク
１３０との間の空気層、または、熱伝達パッドと正極端子または負極端子との間の空気層
が除去又は減少されて、相互間の熱伝達効率を高めることができる。
【００４５】
　本実施形態による熱伝達パッドは、第１円筒型電池セル１１０及び第２円筒型電池セル
１２０のそれぞれの上端及び下端に配置され、行方向に隣接した正極端子の一部及び負極
端子の全部を一緒に覆うように配置される。
【００４６】
　これら熱伝達パッドは、その位置によって、第１熱伝達パッド１４１と第２熱伝達パッ
ド１４２と第３熱伝達パッド１４３とに概念上、区分する。ここで、第１熱伝達パッド～
第３熱伝達パッドの配置パターンは同一である。したがって、第１熱伝達パッド１４１の
構成及び配置構造についての説明で、第２熱伝達パッド１４２及び第３熱伝達パッド１４
３の説明を代替する。
【００４７】
　例えば、図２、図３、図６～図８を参照すると、第１円筒型電池セル１１０の上端に位
置した正極端子１１０ａと負極端子とは、列方向に延びる複数のメタルプレート１５０に
よって電気的に相互電気的に連結される。ここで、メタルプレート１５０は、円筒型電池
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セル同士を電気的に連結させる銅またはアルミニウム素材の電気伝導性部品であって、正
極端子１１０ａ及び負極端子を部分的に覆うように取り付けられる。
【００４８】
　第１熱伝達パッド１４１は、前記メタルプレート１５０とＸ軸方向に沿って相互交互に
配置され、正極端子１１０ａ及び負極端子の上部を覆うことができる。換言すれば、第１
熱伝達パッド１４１は、負極端子の全領域を覆い、隣接する正極端子１１０ａの縁部領域
のみを覆うように設けられる。
【００４９】
　より具体的には、第１熱伝達パッド１４１は、円筒型電池セルの列方向の配列長さだけ
長く延設されるストラップ部１４１ａ、及び前記ストラップ部１４１ａから所定間隔毎に
左右方向に短く延設されるブランチ部１４１ｂを含み得る。
【００５０】
　前記ストラップ部１４１ａは、列方向に沿ってすべての負極端子の上部を覆い、前記ブ
ランチ部１４１ｂは、各負極端子の左右側に隣接する正極端子の縁部の一部分を覆う。
【００５１】
　このような第１熱伝達パッド１４１によれば、負極端子は勿論、正極端子１１０ａの周
縁の一部分が第１熱伝達パッド１４１に接触され、第１円筒型電池セル１１０及び第２円
筒型電池セル１２０の熱が正極端子及び負極端子から第１熱伝達パッド１４１を通じてヒ
ートシンク１３０に速く伝導できる。また、正極端子の上部は第１熱伝達パッド１４１及
びメタルプレート１５０によって完全に覆われないため、正極端子からのガス排出が可能
である。
【００５２】
　図１、図２、図５及び図７を再び参照すると、本実施形態による多層電池モジュール１
００は、相互上下に結合可能に設けられ、複数の前記第１円筒型電池セル１１０のそれぞ
れの周囲を囲むように形成され、上部ケース及び下部ケースから構成された第１セルハウ
ジング１６０、及び相互上下に結合可能に設けられ、複数の前記第２円筒型電池セル１２
０のそれぞれの周囲を囲むように形成され、上部ケース及び下部ケースから構成された第
２セルハウジング１７０をさらに含むことができる。また、前記第１セルハウジング１６
０と第２セルハウジング１７０とは、ヒートシンク１３０を介在して対称的に結合可能に
設けられる。
【００５３】
　ヒートシンク１３０の凹凸部１３１は、Ｘ軸方向に凹凸構造を有するため、前記第１セ
ルハウジング１６０の上面と前記第２セルハウジング１７０の下面とに水平に配置される
場合、凹凸部１３１の上部と下部が覆われて火気及びガスの排出路ＰがＹ軸方向に長く形
成される。このとき、火気及びガスの排出路Ｐは、ヒートシンク１３０の凹凸部１３１、
第１セルハウジング１６０の上面及び第２セルハウジング１７０の下面によって複数個に
区画される。例えば、第１円筒型電池セル１１０及び第２円筒型電池セル１２０を基準に
して、各列のガス排出路Ｐはそれぞれ列方向（Ｙ軸方向）に沿って多層電池モジュール１
００の前面及び後面の少なくとも一方に連結される。本実施形態の多層電池モジュール１
００は、前面部にＢＭＳ回路基板及びその他の電装部品が取り付けられ、後面部からガス
排出路Ｐが外部に連結されるように構成されている。
【００５４】
　このような場合、複数の円筒型電池セルのうちのいずれか１つの正極端子が破損して火
気及びガスが発生しても、火気及びガスを速かに電池モジュールの外部に排出することが
でき、ヒートシンク１３０によって上下と左右が部分的に遮断されるため、他の円筒型電
池セルに及ぼす影響を最小化することができる。
【００５５】
　第１セルハウジング１６０及び第２セルハウジング１７０の両側面部からヒートシンク
１３０の放熱部１３２が外部に露出することができる。また、第１セルハウジング１６０
と第２セルハウジング１７０とは結合プレート１８０によって一つの本体として連結され
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る。
【００５６】
　ヒートシンク１３０の放熱部１３２は、ヒートシンク１３０の列方向（Ｙ軸方向）に沿
って不連続的に複数個設けられる。結合プレート１８０は、これら放熱部１３２同士の間
毎に垂直に配置され、第１セルハウジング１６０及び第２セルハウジング１７０にネジま
たはボルトのような締結手段によって固定される。このような結合プレート１８０は、第
１セルハウジング１６０及び第２セルハウジング１７０の両側面部にそれぞれ固定され得
る。
【００５７】
　このような結合方式によれば、第１セルハウジング１６０及び第２セルハウジング１７
０を堅固に拘束できるだけでなく、第１セルハウジング１６０と第２セルハウジング１７
０との間に位置したヒートシンク１３０が上、下、左、右、前、後に全く移動できなくな
る。
【００５８】
　また、第１セルハウジング１６０及び第２セルハウジング１７０は、それぞれの側面部
から突設してヒートシンク１３０の放熱部１３２を上下方向から圧迫する側面突出部１６
３、１７３をさらに含み得る。
【００５９】
　図５に示されたように、外部に露出するヒートシンク１３０の放熱部１３２は、第１セ
ルハウジング１６０及び第２セルハウジング１７０の側面突出部１６３、１７３によって
圧迫されて動きが防止される。また、図示していないが、第１セルハウジング１６０及び
第２セルハウジング１７０の側面突出部１６３、１７３とヒートシンク１３０の放熱部１
３２とに垂直でボルトまたはネジを締結してこれらを一体的に固定しても良い。
【００６０】
　このように、ヒートシンク１３０は、ヒートシンク１３０の放熱部１３２同士の間毎に
配置される結合プレート１８０、及びヒートシンク１３０の放熱部１３２の上下部を圧迫
する側面突出部１６３、１７３の構成によって、第１セルハウジング１６０及び第２セル
ハウジング１７０に堅固に固定される。
【００６１】
　一方、図８に示されたように、前記第１セルハウジング１６０及び第２セルハウジング
１７０は、それぞれ上下に結合可能に設けられる上部ケース１６１、１７１及び下部ケー
ス１６２、１７２を含み得る。
【００６２】
　前記上部ケース１６１、１７１及び下部ケース１６２、１７２は、複数の円筒型電池セ
ルの外側面を囲んで、上端及び下端は外部に露出するように設けられる。例えば、上部ケ
ース１６１、１７１及び下部ケース１６２、１７２は、個別円筒型電池セルを挿し込むこ
とのできるセルホルダーを内側に備え、上下に結合して円筒型電池セルの外側面を囲むよ
うに構成され得る。
【００６３】
　そして、上部ケース１６１、１７１の上端及び下部ケース１６２、１７２の下端には、
円筒型電池セルを挿し込んだとき、円筒型電池セルがセルホルダーから離脱しないように
支持する四角ピースＳが備えられ得る。
【００６４】
　上述した構成の外にも、多層電池モジュール１００は、第１円筒型電池セル１１０及び
第２円筒型電池セル１２０の充放電を制御するための各種の装置、例えばＢＭＳ、電流セ
ンサ、ヒューズなどをさらに含み得る。
【００６５】
　以下、図９～図１２を参照して多層電池パック１０について説明する。本発明の他の実
施形態による多層電池パック１０は、上述した多層電池モジュール１００、及びそれをパ
ッケージングできるように設けられたパックケース２００を含む。参考までに、本実施形
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態の多層電池パック１０は一つの多層電池モジュール１００を備えるように設計されてい
るが、本発明の権利範囲がこれに限定されることはない。例えば、本実施形態と異なって
、多層電池パック１０は上下左右に積層された２つ以上の多層電池モジュール１００を含
んで構成されても良い。
【００６６】
　本実施形態によるパックケース２００は、ケース本体２１０、前記ケース本体２１０の
上部及び下部を覆うケース上板２２０及びケース下板２３０を含む。
【００６７】
　前記ケース本体２１０は、多層電池モジュール１００の体積に対応する大きさを有し、
多層電池モジュール１００の側面周りの全体を一体的に囲む略四面体状に形成される。こ
のようなケース本体２１０の前面部には正極ターミナル及び負極ターミナル、その他の通
信ポートなどが設けられ、ケース本体２１０の後面部にはガスベント孔２１１が設けられ
る。多層電池モジュール１００から発生した火気またはガスを前記ガスベント孔２１１を
通じて多層電池パック１０の外部に排出することができる。
【００６８】
　ガスベント孔２１１は、パックケース２００の内部に多層電池モジュール１００が収納
されたとき、ヒートシンク１３０が位置する高さに設けられる。例えば、ガスベント孔２
１１は、図９及び図１１に示されたように、多層電池モジュール１００の内部でその後面
部から外部に連結されている火気及びガスの排出路Ｐと同じ高さに設けられる。この場合
、ガスベント孔２１１が多層電池モジュール１００の火気及びガスの排出路Ｐと同じ高さ
で対面するため、多層電池パック１０の外部にガスをより円滑に排出することができる。
【００６９】
　また、ケース上板２２０は、図１２に示されたように、ケース本体２１０に取り付けた
とき、その内面が第２円筒型電池セル１２０の上端に位置する正極端子に対しては凸をな
して離隔し、負極端子に対しては密着して設けられる。
【００７０】
　したがって、第２円筒型電池セル１２０の上部にも、第１円筒型電池セル１１０と第２
円筒型電池セル１２０との層間境界部分と同様に、火気及びガスの排出路Ｐが形成される
。また、負極端子と接しているケース上板２２０部分に、第２熱伝達パッド１４２をさら
に取り付けて負極端子からの熱伝導率を高めることもできる。
【００７１】
　ケース下板２３０もケース上板２２０と類似した構造であり、ケース本体２１０に取り
付けたとき、その内面が前記第１円筒型電池セル１１０の下端に位置する正極端子に対し
ては凸をなして離隔し、負極端子に対しては密着して設けられる。したがって、第１円筒
型電池セル１１０の下部にも、第１円筒型電池セル１１０と第２円筒型電池セル１２０と
の層間境界部分と同様に、火気及びガスの排出路Ｐが形成される。また、負極端子と接し
ているケース上板２２０部分に、第２熱伝達パッド１４２をさらに取り付けて負極端子か
らの熱伝導率を高めることもできる。
【００７２】
　すなわち、本実施形態によるケース上板２２０及びケース下板２３０は、電池モジュー
ルを外部の衝撃などから保護する機能を有するとともに、上述したヒートシンク１３０と
同様に、放熱及びガス排出の空間確保にも用いることができる。したがって、ケース上板
２２０及びケース下板２３０は、機械的剛性と熱伝導性に優れる金属素材から製作するこ
とが望ましい。
【００７３】
　以上のように、本発明を限定された実施形態と図面によって説明したが、本発明はこれ
に限定されるものではなく、本発明の属する技術分野で通常の知識を持つ者によって本発
明の技術思想と特許請求の範囲の均等範囲内で多様な修正及び変形が可能であることは言
うまでもない。
【００７４】
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　一方、本明細書において、上、下、左、右のように方向を表す用語が使われたが、この
ような用語は説明の便宜上使用されたものであって、観測者の位置や対象になる物の位置
などによって変わり得ることは本発明の当業者にとって自明である。
【符号の説明】
【００７５】
　　１０　多層電池パック
　　１００　多層電池モジュール
　　１１０　第１円筒型電池セル
　　１１０ａ　正極端子
　　１２０　第２円筒型電池セル
　　１３０　ヒートシンク
　　Ｐ　火気及びガスの排出路

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】

【図１２】
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